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里山林ってどんなところ

環境省の定義では、「里地里山とは、原生的な自然と都市との中間に位置し、集落とそ

れを取り巻く二次林、それらと混在する農地、ため池、草原などで構成される地域」とさ

れています。

人家や田畑の近くにある里山では、かつては燃料や肥料を利用する中で、維持管理がな

されてきました。しかし、1960年代の燃料革命や化学肥料の普及に伴い、その役割を終

え、近年では人手が入らなくなっています。

コナラやクヌギなどの落葉広葉樹の幹は、薪や炭

などの燃料として使われていた他、椎茸のホダ木な

どに利用されてきました。また、下草や落葉は、農

業用の肥料として使われてきました。

竹は、生活道具や農機具、建材などの材料とし

て、様々な用途に使われてきました。また、竹林は

タケノコの生産の場としても、私たちの生活に深く

関わってきました。

里山の豊かな自然は、このような人間の暮らしの

中で絶えず干渉し、採取・撹乱し続けてきた結果と

して形成・維持されてきたものです。

私たちの生活様式の変化により、従来の役割を終

えた里山では、人が入る機会が減り、荒廃が進んで

います。こうした里山は、生物多様性が低下する

他、景観の悪化や不法投棄の問題など、地域の課題

となっています。
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地域で育む里山づくり事業

■ 事業の概要

NPOやボランティア団体、地域住民等による森林整

備を支援することで、十分に手入れがなされずに荒

廃した都市近郊や集落周辺の里山林の整備を行い、

景観や生活環境の保全・回復を推進します。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、11団体
延べ約4,800人のボランティアの方々が延べ36カ所
で27ha（二次林18ha、竹林9ha）の里山林の整備に
参加し、汗を流しました。

また、ボランティアの方々がこの里山林や間伐した
樹木・竹などを利用したイベントを行い、参加され
た約3,200人の県民の皆さまが森の恵みを満喫されま
した。

二次林整備前 二次林整備中 二次林整備後 整備した里山林における
利活用イベント

■ スプリングエフェメラル（春植物)

関西以西では、潜在的な自然植生は常緑広葉樹と考えられています。里山では、人間が暮らしのため干渉を加え続けた結果、アカ

マツやコナラ・クヌギの林が成立しているところが多くあります。コナラやクヌギなどの落葉広葉樹の林では、春先には林床にま

で光が差し込み、スプリングエフェメラル（春植物）と呼ばれる植物（カタクリなどの春先に生命活動を集中させる植物）の貴重

な生育の場となっています。

獣害につよい里山づくり事業

■ 事業の概要

野生動物による農林業被害が深刻な地域において、
野生動物の餌場・隠れ家・子育て場となる放置森林
の整備を行います。

集落と野生動物の生息地との間に緩衝帯を作ること
で、野生動物被害の低減と里山の環境整備を推進し
ます。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、27地区
約20haの里山林の整備を行いました。

これにより、人と野生動物との生活の緩衝地帯を確
保し、野生動物被害の低減効果が期待されます。

竹林除伐整備前 竹林除伐整備後 人工林皆伐整備前 人工林皆伐整備後

■ 緩衝帯（バッファゾーン）

野生動物は基本的に臆病で人を恐れる生き物です。隠れ場所がなく、見通しの良い農地へ侵入するときは相当警戒すると考えられ
ています。農地に接する山林などの間に、見通しのいい空間を設置することで、野生動物は農地に侵入しにくくなる効果が期待さ
れます。また、電気柵などを正しく機能させるためにも、農地周辺の環境整備は非常に重要とされています。
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人材バンク・
フィールドバンク

■指導者の登録、
紹介・派遣

■フィールドの
登録、紹介

■道具資材の貸出

指導者養成研修

■基本的な指導者養成
コース

■実技中心の体験型
コース

■ボランティア向け
安全技術研修

■指導者交流会

修了者への支援

■研修修了者による
体験学習の実施支援

■森の学校での
補助スタッフ制度

県民による

森林環境教育の実施

県立野外活動
センターでの実践

■ 森林環境プログラム

■ 学校等への出張講義

体験学習の実施

■森の学校の開催

■特用林産体験講習会
の開催

副読本の配布

■県内小学5年生への
副読本の配布

学校教育を通じた
森林環境教育推進

■小学校における
体験学習の推進

■技術者の育成

■教員研修の実施

木育の推進

■県産材を使用した
学習机の導入

■県産材のおもちゃの
配布、導入

登
録

支
援

講師派遣・紹介、フィールドの紹介、道具の貸出
補助
スタッフ

利用

配
布

支
援

森林環境教育の裾野の広がり

森林環境教育推進事業の体系

森林を環境資源として捉え、全ての県民で守り育てるという意識の醸成を図ることを目

的として、青少年をはじめとする一般県民の方々に対し幅広く森林環境教育を推進してい

ます。

指導者養成

利
用

支
援
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体験学習実施

学校教育での取組



研修事業

■ 事業の概要

県民や、ボランティア団体に所属している方等を対

象に、森林環境教育の指導者を養成することを目的

として、基本的な指導者養成コース、実技中心の体

験型コース、森林ボランティア向け安全技術研修等

の研修、指導者交流会等を実施します。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、37名の
方が基本的な指導者養成研修を受講し、指導者とし
て必要な知識と技術を学び、地域における活動の実
践方法を身に付けています。

また、実技体験コースや安全技術コースの受講によ
り更なるスキルアップの向上と、指導者交流会の参
加により、人と人との繋がりも育ち、活動の場が広
がってきています。

基本的な指導者養成コース 体験型コース 草木染め 安全技術研修 指導者交流会

■ 基本的な指導者養成コース・体験型コースの内容は？

基本的な指導者養成コースは、全5日間の日程で行われます。奈良県の森林・林業、木材産業や森林環境教育についての森林環境
概論や、森林環境教育の企画・実践、野外での安全管理などを学んでいただきます。また、実技中心の体験型コースでは、植物観
察や木工体験、草木染めなどを学んでいただきます。

体験学習実施事業

■ 事業の概要

広く県民が森林や林業に親しむ機会を作るため、県
主催による「森の学校」を開催します。

また、基本的な指導者養成コースを修了した方が行
う体験学習の実施に対し、一定の支援を行います。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、「森の
学校」を延べ63日開催し、約5,200人の県民の皆さ
まが森林・林業体験や木工体験などを満喫されまし
た。

これにより、森林を身近なものとして捉え、県民み
んなで森林を守り育てるという意識の醸成効果が期
待されます。

この木は何歳？
年輪を数えてみよう！

樹木観察 木工工作体験 間伐体験

■ 奈良県山の日・川の日

海のない奈良県では7月第3月曜日（海の日）を ｢奈良県山の日・川の日｣に定めています。また、「奈良県山の日・川の日」を
含む、7月と8月の2ヶ月間を「山と川の月間」としています。この期間中は、奈良県内各地で山や川に親しむイベントが開催され
ます。

※｢山と川の月間｣期間中のイベントについては、詳細をまとめた「イベントガイドブック」を県内小学校等へ配布しています。
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副読本配布事業

■ 事業の概要

森林や林業への正しい理解を深めてもらうことを目

的に、県内全ての小学5年生を対象に、副読本の配布

を行います。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、延べ
42,400部（毎年約14,000部）を小学校用副読本と
して発行し、県内全ての小学５年生に配布しまし
た。

これにより、暮らしに様々な恵みを与えてくれる森
林を県民みんなで守り育てるという意識を醸成する
効果が期待されます。

副読本表紙 副読本の内容 樹木カード イチョウ（表） 樹木カード イチョウ（裏）

■ 副読本ってどんな内容？

副読本は、以下の8章から構成されています。（※第8章は切り離して使える樹木カードになっています）

1.森林のめぐみとはたらき 2.わたしたちの森林を守るために 3.木を育てる仕事・木を使う仕事 4.木材の性質と特徴
5.川の水と森林のかかわり 6.地球環境と森林のかかわり 7.奈良県の森林・林業の現状（資料編）8.身近な森林に出かけよう

特用林産体験学習事業

■ 事業の概要

きのこや山菜類など、奈良県特用林産物を通じて、
森林・林業への関心・理解を深めることを目的とし
て、特用林産体験講習会を開催します。

■ 事業の成果

きのこに関する講義やきのこ栽培施設見学、原木植
菌等を行い、平成28年度から平成30年度までの3カ
年で、延べ313人の参加を得ました。

参加者のアンケートでは、きのこと森林・林業との
関わりに興味を持ったなどの意見がありました。

これにより、きのこについての知識・技術の習得、
きのこを通じて森林・林業への関心・理解が深まる
といった成果が期待できます。

特用林産物講習会での講義 きのこ栽培施設見学 技術研修会での穴開け作業 きのこ栽培技術研修会での講義

■ 特用林産物

「特用林産物」とは、一般に用いられる木材を除き、森林から生産される様々な産物の総称です。食用のきのこ類、木の実類や山
菜類等、非食用の漆や木ろう等の伝統工芸品の原材料、竹材、桐材、木炭等が含まれます。特用林産物は、木材とともに地域経済
の活性化に大切な役割を果たしています。
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奈良の木学習机普及推進モデル事業

■ 事業の概要

森林環境教育を積極的に推進する県内の小・中学校

をモデル校として指定し、学習机をはじめとする県

産材使用の木製品の導入を支援します。

児童・生徒に木の良さを実感してもらうことで、環

境意識の醸成、県産材についての理解の促進を図り

ます。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、県内7市
町村の小中学校に、奈良の木の学習机・椅子・教卓
等を393点導入しました。

これにより、学校現場で、児童・生徒の皆さんに、
「奈良の木」を身近に感じてもらうと共に、木や山
の環境を勉強するきっかけになったとの声を頂いて
います。

学習机・椅子 教室の風景 書架 図書机

■ 木を使うことは環境に優しい

木は、光合成により二酸化炭素（CO2）を吸収し、炭素を蓄えて成長します。木材を木製品や住宅として利用することで、長期
間CO2を放出することなく閉じ込めておくことができます。また、木材は、鉄やコンクリートといった資材に比べ、製造や加工
に要するエネルギーが少ないため、他の資材に代えて木材を利用することも、地球温暖化の防止に役立っています。

奈良県森林環境税PR事業

■ 事業の概要

乳児期から県産材を使用した木のおもちゃに触れ、
学校教育の現場において県産材の教材を使うこと
で、木への親しみを感じるとともに、県産材利用へ
の理解の促進を図ります。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、県内の
新生児2,080人に、奈良の木で製作した積み木をプレ
ゼントしました。また、木に親しむ遊具の制作や中
学校で県産材を利用した授業に取り組んで頂きまし
た。

木に触れることや木に親しむことで、木材の利活用
について考えるきっかけを作ることができました。

奈良の木の積み木 木の玉プール 学校での木に関する授業 奈良の木を使った看板製作の授業

■ 木育とは

木育とは、子どもから大人までを対象に、木材や木製品とのふれあいを通じて、木材への親しみや木の文化への理解を深めながら
木材の良さや木材を利用することの意義を学んでもらうための教育活動です。木材には、湿度を調整する機能や、衝撃を緩和する
機能、熱を伝えにくい性質がある他、木の香りや色、手触りによるリラックス効果など、心理的な働きも期待されています。
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学校教育を通じた森林環境教育の推進

■ 事業の概要

県内の公立小学校における森林環境教育の実施を支

援する他、吉野高等学校、十津川高等学校において、

間伐材を利用した作品の制作を通して、技術者の育

成を図ります。また、県立教育研究所において森林

環境教育に関わる教員研修を開催し、教員の指導力

向上を図ります。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、指導者
養成研修を延べ8回実施し217名が参加しました。ま
た、教員現地研修を8回実施し、580名の参加があり
ました。

これにより、森林環境教育に対する理解が深まるこ
とが期待されます。

吉野町内教員対象間伐体験 チェーンソーアート講習会 刈り払い機の免許講習会 県内教員によるクラフト作り

■ 持続可能な開発のための教育（ESD）と森林環境教育

持続可能な開発とは、将来の世代のニーズを満たす能力を損なうことなく、現在の世代のニーズを満たすような社会づくりのこ

とを意味しています。森林や林業の役割を理解し、社会全体で森林を持続的に保全しつつ利用していくことは、持続可能な社会の

構築に寄与し得るものであり、森林環境教育は「持続可能な開発のための教育（ESD）」にも深くつながっています。

県立野外活動センターにおけるプログラム実践

■ 事業の概要

県立野外活動センターの豊富な森林資源を生かした
森林環境プログラムを実施することで、各学校、団
体、家族等に森林環境教育の機会を提供し、県民全
体で森林を守り育てていくという意識の醸成を図り
ます。

■ 事業の成果

平成29年度中に施設の耐震・大規模改修工事を終え
ました。平成28年度から平成30年度までの3カ年
で、延べ約5,200名がプログラムに参加されていま
す。（センター利用者は約65,000名）

これにより、県民の皆様に、森林の持つ生産性、生
物多様性、レクリエーション等の機能を感じていた
だけました。

森の学校（バームクーヘン作り） 森の学校（おちばのうみ） 森の学校（竹のお皿作り） 森の学校（キャンプファイヤー）

■ 県立野外活動センター

奈良市都祁吐山町にある奈良県立野外活動センターは、昭和44年の開設から、令和元年度で開設50周年を迎えます。

地域の食材を使った「ガーデンinはやま」や、宿泊型の「はやま四季とのふれあい」など、1年を通じて様々なイベントが実施さ
れています。豊かな自然の中で、日常では味わえない時間が過ごせる野外活動センターを、ぜひご利用ください。
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ナラ枯れはなぜ起こるの？

近年、奈良県では、ナラ類やシイ・カシ類の木が枯れる「ナラ枯れ」という被害が広

がっています。これはカシノナガキクイムシという体長4～5㎜程度の昆虫が「ナラ菌」

という病原菌を木の中に運び込むことよって引き起こされる樹木の伝染病です。

野生鳥獣による森林被害について

5-4

ニホンジカ、イノシシ、ツキノワグマ等の大型哺乳類は森林生態系の重要な構成員で

す。一方、近年、それらの個体数が増加し、生息域が拡大したことにより、農林作物被害

だけでなく、森林植生にも深刻な影響を及ぼしています。

県では科学的な知見に基づく鳥獣の保護管理を行うため、ニホンジカ、イノシシ、ツキ

ノワグマ等の生息状況や被害状況等の調査を実施しています。得られた情報を基に、適正

な野生鳥獣の保護管理を行うことで、森林植生の保全、農林業及び生活環境被害の防止・

軽減、地域住民の安全対策を講じ、人と野生鳥獣の適切な関係の構築及び生物多様性の保

全を図ります。
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シカの食害により下層植生が消失した天然林 シカによる剥皮（ヒノキ） シカによる剥皮（スギ）

カシノナガキクイムシ（雌）

雌は背中にある
菌のうに
菌類を貯蔵



緊急森林被害対策事業

■ 事業の概要

近年奈良県で被害が拡大している、カシノナガキク

イムシという昆虫が媒介するナラ枯れ被害について、

被害の状況調査を行うとともに、効果的な防除対策

の検討、市町村が実施する被害対策への支援を行い

ます。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年で、延べ
2,034㎥の被害木の伐倒駆除に対する支援を行いまし
た。

また、ヘリコプターによる被害状況調査の実施、市町
村や関係機関を構成員とするナラ枯れ対策協議会の開
催により、被害状況の把握及び効果的な防除対策につ
いての情報共有を行うことで、被害の拡大防止に努め
ました。

ナラ枯れ被害木 伐倒駆除 ナラ枯れ対策協議会 ヘリによるナラ枯れ被害探査

■ カエンタケ

ナラ枯れが発生した森林では、被害発生時または数年後に、猛毒性のカエンタケが多く発生することが
確認されています。ナラ枯れとの関連性は明確には分かっていませんが、毒性が強く、食べても触っても
有毒であり、死亡例の報告もあるため、注意が必要です。

ツキノワグマ保護管理事業・生息状況調査事業

■ 事業の概要

紀伊半島のツキノワグマ（クマ）は、環境省のレッ
ドリストにおいて「絶滅のおそれのある地域個体
群」として保護すべき位置づけにあります。一方で、
人里への出没や農林作物への被害を発生させるなど、
地域住民との間に軋轢を生じています。奈良県では
「奈良県ツキノワグマ保護管理計画」を策定し、生
息状況把握と軋轢抑制のため各種調査を実施してい
ます。

■ 事業の成果

平成28年度から平成30年度までの3カ年に、クマの生
息状況を調べるために、生息地域の2村において各15
台のセンサーカメラを設置し、個体識別と生息状況把
握のための調査を実施しました。また、クマの人里へ
の出没頻度と堅果類（ドングリ）の豊凶との関係につ
いて調べました。さらに、狩猟者に対して、目撃情報
等のアンケート調査を実施しました。これらの調査結
果から、個体数推定や行動把握をおこない、適正な保
護管理につなげていきます。

人里に現れ、捕獲されたクマ
体重等を計測し、標識をつけて奥山へ
放獣します

クマとの接触についての注意喚起 カメラトラップで撮影した
クマの親子

ナラ類堅果の豊凶とクマ出没の関係を
明らかにし、出没予測につなげます

■ クマと出会わないために：山に入るときは、以下のことにご留意ください。

◇クマ鈴やラジオなど音の出るものを携帯し、自分の存在を知らせる。◇各季節のクマの食物など、生態や行動を知る事で遭遇を
避ける。◇目撃・出没情報のあったところに近づかない。 ◇クマの新しい痕跡（糞、食痕、爪痕など）があった際には十分気を
つける。◇山林に入るときは二人以上で行動する。
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6. 資料編 奈良県森林環境税を活用した取組実績（平成18～30年度）
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【お問い合わせ先】

奈良県農林部森林整備課 森林環境係

TEL：0742ｰ27ｰ7612 FAX：0742ｰ22ｰ1228
URL：http://www.pref.nara.jp/7315.htm

令和元年10月発行


